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地域の将来像をどう描くのか －2 年間の活動を振り返って－ 













2009 年 10 月 3 日、琵琶湖漁師の戸田直弘氏を京都大学総合博物館に招いて、「琵琶湖に
生きる」と題したトークイベントを行った。なお、本トークイベントは、巻末資料 2 に添
付した京大博物館学術映像博 2009 の一環として行われた。また、本トークイベントについ






































































年に全国で約 77,000ha あった焼畑は、1950 年には約 10,000ha にまで激減したものの、こ
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編集後記 
早いもので、本プロジェクト「在地と都市がつくる循環型社会再生のための実践型地域研究」
がスタートしてから、2年が過ぎようとしています。振り返れば、あっという間に過ぎ去った感
のある 2年間でしたが、地域の人々、地方自治体、地元 NPO、大学関係者など、多くの方々に支
えられながら中身の濃い充実した活動が展開できたことを、本当にありがたく感じています。4
年間のプロジェクトの折り返し地点を迎えるにあたり、お世話になった関係者の方々をはじめ、
多くの方々に我々の活動の目指すものとこれまでの活動の成果を知っていただきたいと思い、こ
の中間報告書をとりまとめました。是非ご一読いただき、感想をお寄せいただければ幸いです。 
また、編集作業をお手伝いいただいた京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科大学院生
の浅田晴久さんに、この場をかりてお礼申し上げます。なお、本報告書や毎月発行のニューズレ
ターのタイトルである「ざいちのち」には、まちやむら、そこに暮らす人びと（＝ざいち）の知
恵や生きる力（＝ち）に学び、実践することの意味が込められています。今後とも、「ざいちの
ち」をよろしくお願いいたします。（鈴木玲治） 
 
